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熱帯睡蓮は花茎を水面より立ち上げ、葉の中心部からムカゴを形成していた。これは初めて目にす

るもので、興味深かった。

ハスの葉は傘になるでしょうか？

インプリ入門講座では？？



琵琶湖博物館 テーマ：湖と人間

「B展示室」

「人と琵琶湖の歴史」
「C展示室」

「湖のいまと私たち」

はるか４００万年前、琵琶湖は誕生し固有種たちをはぐくむ進化のドラマを演じました。

やがて人間が琵琶湖周辺の自然の中で暮らしを営み、

恩恵を受けながら今日まで独自の文化を発展させました。

琵琶湖博物館は、湖と人間のよりよい共存関係を目指すための入口です。

（博物館パンフレットより）


